
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２０１９年度 ふじみ野市立花の木中学校グランドデザイン 

学校教育目標「自ら学ぶ心豊かでたくましい生徒の育成」 

 

○花いっぱい 

○笑顔を交わし 

○自分も仲間もすきになる 

花の木中学校 

 

目指す学校像 
 

○自ら学び、自ら課題を解決する

生徒（知） 

○豊かな心を育む生徒（徳） 

○進んで身体を鍛える生徒（体） 

目指す生徒像 
 

○確かな力量と誠意・熱意・創意

あふれる教職員 

「温かな教育活動を展開」 

目指す教職員像 
 
○子どもの健康管理と規則正しい生

活習慣を身に付けさせる保護者 

○子どもにとことん寄り添い、健全

な心と体を育む愛情あふれる保護

者・地域 

目指す保護者・地域像 

（１） 基礎・基本の定着による学力向上 

  ◎教員同士の学び合い 

   ・「主体的・対話的で深い学びの実践

６則」を受けた授業改善 

◎家庭学習の習慣化を身に付けさせる 

 ・「コバトン問題集」を積極的に活用

した学習支援（宿題等） 

（２） 豊かな心を育む 

  ◎互いに認め合い、助け合い、高め合う子

共感的人間関係を育成 

   ・道徳教育、人権教育の充実 

・生徒理解、共感的理解 

   ・組織的な学年・学級経営 

   ・保護者・地域との積極的な連携 
※「生活記録ノート」の提出率１００％を目指す 

※不登校生徒の出現率１％以下を目指す 

（３） 体を鍛え、最後まで頑張る子を育む 

  ◎自分の身体・体力への関心向上 

   ・体育授業による運動量の確保 

   ・小中連携による体力向上の取組 

※新体力テストの県平均越え６０％以上を目指す 

★一人一人を大切にした教育の推進 

 ◎「認め、励まし、伸ばす」教育の実践 

 ◎よさを伸ばす生徒指導・学校教育相談の充実 

 ◎ユニバーサルデザインの視点による教育の実践 

★保護者・地域・関係機関との積極的な連携 

 ◎学校支援ボランティアとの積極的な連携 

 ◎家庭・地域との絆を深める積極的な学校公開      

◎小学校との連携を深める 

 ◎安心・安全で潤いのある学校（緑化・掲示等） 

学校課題研究 授業力の向上と家庭学習の習慣化を図る取組  

        ～教員同士の学び合いと学習支援の工夫を通して～ 

 


